
令和3年3月期
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■定期積金の契約高と残高

契 約 高
う ち ア タ ッ ク
残 高

48,736

20,778

21,384

令和2年3月期
（単位：百万円）

　当金庫メイン商品である「アタック100万円積金」は、個人のお客さま向け財産形成促進商品です。「まずは100万円
貯めましょう。」という商品の趣旨のもとに広くお客さまより支持されております。令和3年度においてアタック積金契約高
では前期比111百万円減少の207億円となりました。定期積金全体では、契約高は前期比25百万円増加の481億円、
残高は前期比720百万円増加の221億円となりました。総預金に対して定期積金の占める割合である契約高比率（定期
積金契約高÷総預金×100＝25．27％）残高比率（定期積金残高÷総預金×100＝11．66％）においては、全国信用金庫
のうち第1位で前年度に引続き全国ナンバーワンを維持することができました。

解説

■職員1人当りの預金および
　定期積金契約高

■1店舗当りの預金および
　定期積金契約高

預 金
定積契約高

1,003

283

令和2年3月期区　分 区　分
（単位：百万円）

預 金
定積契約高

15,684

4,430

令和2年3月期
（単位：百万円）

（注）役員数は除いて計算しています。 （注）出張所は店舗に含めていません。

（単位：百万円）■区分ごとの定期預金の残高
区　　　　　分

定 期 預 金
固 定 金 利 定 期 預 金
変 動 金 利 定 期 預 金

■会員・会員外別預金残高 （単位：百万円）

会 員 預 金
会 員 外 預 金

区　　　　　分

区　　　　　分

61,245

111,280

令和2年3月期

（単位：千円）■勤労者財産形成貯蓄残高

一 般 財 形 預 金
財 形 年 金 預 金
財 形 住 宅 預 金
財 形 貯 蓄 合 計

科　　　　　目

貸出業務
（単位：百万円）■貸出平均残高・科目別残高と構成比

期末残高 期末残高 期末残高平均残高 平均残高 平均残高構成比％ 構成比％ 構成比％
科　　　目

割 引 手 形
手 形 貸 付
証 書 貸 付
当 座 貸 越
貸出金合計

（注）当金庫の業務部門は国内業務部門のみで国際業務部門はありません。

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

（百万円）
800

600

400

200

0

（百万円）

■1店舗当りの貸出金状況■職員1人当りの貸出金状況

（単位：百万円） （単位：百万円）

（注）出張所は店舗に含めていません。（注）役員数は除いて計算しています。

貸出金残高 542
令和2年3月期

貸出金残高

残　高 残　高 残　高構成比％ 構成比％ 構成比％
区　　　　　分

（単位：百万円）■会員・会員外別貸出金残高と構成比

会 員 貸 出 金
会 員 外 貸 出 金
貸 出 金 合 計

令和2年3月期

91,271

1,957

93,228

97.9 

2.0 

100.0

（単位：百万円）

固 定 金 利
変 動 金 利
合 計

区　　　　　分

■固定金利・変動金利の残高

　信用金庫は協同組織（会員制度）金融機関ですが、小口資金には会員でない方にも利用していただいている会員外貸出
金もあります。解説

令和2年3月期

令和2年3月期

654 

2,384 

89,259 

930 

93,228

0.7

2.5

95.7

0.9

100.0

632 

2,001 

86,752 

721 

90,107 

令和2年3月期
17,071

76,157

93,228

令和2年3月期
73,783 

73,778 

5 

令和2年3月期
22,392

7,599

－

29,992

令和2年3月期
8,475

令和4年3月期
71,355

71,355

－

令和3年3月期
72,707 

72,702 

5 

71,130

119,153

令和4年3月期
71,081

116,011

令和3年3月期

令和4年3月期
14,075

6,504

－

20,580

令和3年3月期
14,359

7,054

－

21,414

48,102

20,776

22,193

令和4年3月期
48,077

20,888

21,473

令和3年3月期

1,093

276

令和4年3月期
1,022

262

令和3年3月期
17,298

4,372

令和4年3月期
17,008

4,370

令和3年3月期

令和4年3月期

545

1,369

98,552

725

101,193

0.5

1.3

97.3

0.7

100.0

473

1,397

97,284

550

99,705

令和3年3月期

488 

1,808 

97,919 

885 

101,101

0.4

1.7

96.8

0.8

100.0

499 

1,861 

93,831 

603 

96,795

581
令和4年3月期

552
令和3年3月期 令和4年3月期

9,199
令和3年3月期
9,191

令和4年3月期令和3年3月期 令和4年3月期令和3年3月期

令和4年3月期

99,110

2,082

101,193

97.9

2.0

100.0

令和3年3月期

99,070

2,031

101,101

97.9 

2.0 

100.0

令和4年3月期
27,858

73,334

101,193

令和3年3月期
27,146

73,954

101,101

39 40



（単位：百万円）■貸出金資金使途別内訳

設 備 資 金
運 転 資 金
貸 出 金 合 計

残　高 残　高 残　高構成比％ 構成比％ 構成比％
区　　　　　分

68,481

24,747

93,228

73.4

26.5

100.0

令和2年3月期

　設備資金は、企業の工場建設、機械・設備購入資金の他、個人や企業のアパート・マンション建設資金、住宅ローン、
リフォームローンなどが含まれています。    
　運転資金は主に企業の比較的短期の借入金です。

解説

（単位：百万円）
■貸出金担保別内訳

残　高 残　高 残　高構成比％ 構成比％ 構成比％区　　　　　分

当 金 庫 預 金 積 金
有 価 証 券
動 産
不 動 産
そ の 他
小 計
信用保証協会・信用保険
保 証
信 用
貸 出 金 合 計

令和2年3月期

2,766
－
－

67,293
－

70,060
9,104
1,718
12,346
93,228

2.9
－
－

72.1
－

75.1
9.7
1.8
13.2
100.0

　中小企業など事業を営んでいる方々にご利用いただいている東京信用保証協会付融資の構成比については、引き続き
新型コロナウイルス対応融資の残高が大きくなっていることにより高い水準で推移しております。解説

（単位：百万円）■債務保証見返担保別内訳

当 金 庫 預 金 積 金
有 価 証 券
動 産
不 動 産
そ の 他
小 計
信用保証協会・信用保険
保 証
信 用
貸 出 金 合 計

残　高 残　高 残　高構成比％ 構成比％ 構成比％区　　　　　分

（単位：百万円）■貸出金業種別残高と構成比

製 造 業

農 業 、 林 業

漁 業
鉱 業、採 石 業、
砂 利 採 取 業
建 設 業
情 報 通 信 業
運 輸 業、郵 便 業
卸 売 業、小 売 業
金 融 業、保 険 業
不 動 産 業
物 品 賃 貸 業
学 術 研 究、専 門・
技 術 サ ー ビ ス 業
宿 泊 業
飲 食 業
生活関連サービス業、
娯 楽 業
教育、学習支援業
医 療 、 福 祉
その他のサービス
小 計
地 方 公 共 団 体
個人（住宅・消費・
納 税 資 金 等）
合 計

貸出先数 貸出金残高 構成比％ 貸出先数 貸出金残高 構成比％ 貸出先数 貸出金残高 構成比％
業種区分

令和2年3月期

258

－

－

－

293
28
32
448
12
622
2

120

－
271

158

12
93
228

2,577
－

2,830

5,407

3,322

－

－

－

3,602
291

1,152
6,083
340

32,322
119

2,704

－
2,351

996

464
1,882
1,932
57,566

－

35,662

93,228

3.5

－

－

－

3.8
0.3
1.2
6.5
0.3
34.6
0.1

2.9

－
2.5

1.0

0.4
2.0
2.0
61.7
－

38.2

100.0
（注）業種区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載しております。

解説 　当金庫融資先は、都市型金融機関として、農・林・漁業・鉱業等を除きほぼ全業種にわたっており、貸出金構成比の上位比率は「個人」「不動産業」「卸・
小売業」「建設業」「製造業」及び「飲食業」の順で地元の企業への貸出金が大部分を占めております。また、「不動産業」への貸出についても、投資目的

への貸出は一切なく主に地元の不動産賃貸業（個人への貸出が大半）への貸出で、「金融機関融資」についても、ノンバンク向けの融資は一切ありません。（た
だし、関東甲信越地区の信用金庫が出資して設立した「株式会社しんきんカード」等業界の関連会社への貸出金は含まれております。）

（単位：百万円）

残　高 残　高 残　高構成比％ 構成比％ 構成比％
金額段階別

100万円未満
100万円以上300万円未満
300万円以上500万円未満

500万円以上1,000万円未満
1,000万円以上3,000万円未満
3,000万円以上5,000万円未満

5,000万円以上1億円未満
1億円以上3億円未満
3億円以上5億円未満
5億円以上8億円未満
8億円以上10億円未満
10億円以上15億円未満

令和2年3月期

462

1,544

1,567

4,060

15,155

11,412

19,947

31,118

5,113

2,846

－

－

93,228

0.4

1.6

1.6

4.3

16.2

12.2

21.3

33.3

5.4

3.0

－

－

100.0貸　出　金　合　計

■貸出金金額段階別状況
貸出金金額段階別構成比

100万円以上300万円未満
100万円未満

300万円以上500万円未満
500万円以上
1,000万円未満

1,000万円以上
3,000万円未満

3,000万円以上
5,000万円未満

5,000万円以上
1億円未満

1億円以上
3億円未満

3億円以上
5億円未満

5億円以上8億円未満

令和2年3月期

－
－
－

4,480
－

4,480
－
－
4

4,484

－
－
－

99.9
－

99.9
－
－
0.1

100.0

令和4年3月期

2,003
－
－

65,429
－

67,433
20,205
1,575
11,977
101,193

1.9
－
－

64.6
－

66.6
19.9
1.5
11.8
100.0

令和3年3月期

2,262
－
－

66,356
－

68,619
20,324
1,606
10,551
101,101

2.2
－
－

65.6
－

67.8
20.1
1.5
10.4
100.0

令和4年3月期

－
－
－

4,948
－

4,948
－
－
0

4,949

－
－
－

100.0
－

100.0
－
－
0.0

100.0

令和3年3月期

－
－
－

4,623
－

4,623
－
－
2

4,626

－
－
－

99.9
－

99.9
－
－
0.0

100.0

66,391

34,801

101,193

65.6

34.3

100.0

令和4年3月期

66,431

34,669

101,101

65.7

34.2

100.0

令和3年3月期

令和4年3月期

257

－

－

－

295
27
39
482
14
634
3

188

2
382

201

23
124
232

2,903
－

2,445

5,348

4,128

－

－

－

5,351
323

1,255
8,202
359

33,378
159

3,714

24
4,065

1,516

475
2,207
2,391
67,555

－

33,637

101,193

4.0

－

－

－

5.2
0.3
1.2
8.1
0.3
32.9
0.1

3.6

0.0
4.0

1.4

0.4
2.1
2.3
66.7
－

33.2

100.0

令和3年3月期

258

－

－

－

302
25
38
473
14
631
3

163

2
385

190

23
115
238

2,860
－

2,588

5,448

4,050

－

－

－

5,173
331

1,400
8,378
350

31,777
131

3,298

27
4,347

1,570

636
2,259
2,590
66,324

－

34,776

101,101

4.0

－

－

－

5.1
0.3
1.3
8.2
0.3
31.4
0.1

3.2

0.0
4.2

1.5

0.6
2.2
2.5
65.6
－

34.3

100.0

令和4年3月期

412

1,265

1,818

4,369

17,144

12,676

22,151

28,501

9,881

2,971

－

－

101,193

0.4

1.2

1.7

4.3

16.9

12.5

21.8

28.1

9.7

2.9

－

－

100.0

令和3年3月期

422

1,385

1,584

4,404

17,629

13,035

22,979

29,331

8,580

1,748

－

－

101,101

0.4

1.3

1.5

4.3

17.4

12.8

22.7

29.0

8.4

1.7

－

－

100.0
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（単位：百万円）■貸出金資金使途別内訳

設 備 資 金
運 転 資 金
貸 出 金 合 計

残　高 残　高 残　高構成比％ 構成比％ 構成比％
区　　　　　分

68,481

24,747

93,228

73.4

26.5

100.0

令和2年3月期

　設備資金は、企業の工場建設、機械・設備購入資金の他、個人や企業のアパート・マンション建設資金、住宅ローン、
リフォームローンなどが含まれています。    
　運転資金は主に企業の比較的短期の借入金です。

解説

（単位：百万円）
■貸出金担保別内訳

残　高 残　高 残　高構成比％ 構成比％ 構成比％区　　　　　分

当 金 庫 預 金 積 金
有 価 証 券
動 産
不 動 産
そ の 他
小 計
信用保証協会・信用保険
保 証
信 用
貸 出 金 合 計

令和2年3月期

2,766
－
－

67,293
－

70,060
9,104
1,718
12,346
93,228

2.9
－
－

72.1
－

75.1
9.7
1.8
13.2
100.0

　中小企業など事業を営んでいる方々にご利用いただいている東京信用保証協会付融資の構成比については、引き続き
新型コロナウイルス対応融資の残高が大きくなっていることにより高い水準で推移しております。解説

（単位：百万円）■債務保証見返担保別内訳

当 金 庫 預 金 積 金
有 価 証 券
動 産
不 動 産
そ の 他
小 計
信用保証協会・信用保険
保 証
信 用
貸 出 金 合 計

残　高 残　高 残　高構成比％ 構成比％ 構成比％区　　　　　分

（単位：百万円）■貸出金業種別残高と構成比

製 造 業

農 業 、 林 業

漁 業
鉱 業、採 石 業、
砂 利 採 取 業
建 設 業
情 報 通 信 業
運 輸 業、郵 便 業
卸 売 業、小 売 業
金 融 業、保 険 業
不 動 産 業
物 品 賃 貸 業
学 術 研 究、専 門・
技 術 サ ー ビ ス 業
宿 泊 業
飲 食 業
生活関連サービス業、
娯 楽 業
教育、学習支援業
医 療 、 福 祉
その他のサービス
小 計
地 方 公 共 団 体
個人（住宅・消費・
納 税 資 金 等）
合 計

貸出先数 貸出金残高 構成比％ 貸出先数 貸出金残高 構成比％ 貸出先数 貸出金残高 構成比％
業種区分

令和2年3月期

258

－

－

－

293
28
32
448
12
622
2

120

－
271

158

12
93
228

2,577
－

2,830

5,407

3,322

－

－

－

3,602
291

1,152
6,083
340

32,322
119

2,704

－
2,351

996

464
1,882
1,932
57,566

－

35,662

93,228

3.5

－

－

－

3.8
0.3
1.2
6.5
0.3
34.6
0.1

2.9

－
2.5

1.0

0.4
2.0
2.0
61.7
－

38.2

100.0
（注）業種区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載しております。

解説 　当金庫融資先は、都市型金融機関として、農・林・漁業・鉱業等を除きほぼ全業種にわたっており、貸出金構成比の上位比率は「個人」「不動産業」「卸・
小売業」「建設業」「製造業」及び「飲食業」の順で地元の企業への貸出金が大部分を占めております。また、「不動産業」への貸出についても、投資目的

への貸出は一切なく主に地元の不動産賃貸業（個人への貸出が大半）への貸出で、「金融機関融資」についても、ノンバンク向けの融資は一切ありません。（た
だし、関東甲信越地区の信用金庫が出資して設立した「株式会社しんきんカード」等業界の関連会社への貸出金は含まれております。）

（単位：百万円）

残　高 残　高 残　高構成比％ 構成比％ 構成比％
金額段階別

100万円未満
100万円以上300万円未満
300万円以上500万円未満

500万円以上1,000万円未満
1,000万円以上3,000万円未満
3,000万円以上5,000万円未満

5,000万円以上1億円未満
1億円以上3億円未満
3億円以上5億円未満
5億円以上8億円未満
8億円以上10億円未満
10億円以上15億円未満

令和2年3月期

462

1,544

1,567

4,060

15,155

11,412

19,947

31,118

5,113

2,846

－

－

93,228

0.4

1.6

1.6

4.3

16.2

12.2

21.3

33.3

5.4

3.0

－

－

100.0貸　出　金　合　計

■貸出金金額段階別状況
貸出金金額段階別構成比

100万円以上300万円未満
100万円未満

300万円以上500万円未満
500万円以上
1,000万円未満

1,000万円以上
3,000万円未満

3,000万円以上
5,000万円未満

5,000万円以上
1億円未満

1億円以上
3億円未満

3億円以上
5億円未満

5億円以上8億円未満

令和2年3月期

－
－
－

4,480
－

4,480
－
－
4

4,484

－
－
－

99.9
－

99.9
－
－
0.1

100.0

令和4年3月期

2,003
－
－

65,429
－

67,433
20,205
1,575
11,977
101,193

1.9
－
－

64.6
－

66.6
19.9
1.5
11.8
100.0

令和3年3月期

2,262
－
－

66,356
－

68,619
20,324
1,606
10,551
101,101

2.2
－
－

65.6
－

67.8
20.1
1.5
10.4
100.0

令和4年3月期

－
－
－

4,948
－

4,948
－
－
0

4,949

－
－
－

100.0
－

100.0
－
－
0.0

100.0

令和3年3月期

－
－
－

4,623
－

4,623
－
－
2

4,626

－
－
－

99.9
－

99.9
－
－
0.0

100.0

66,391

34,801

101,193

65.6

34.3

100.0

令和4年3月期

66,431

34,669

101,101

65.7

34.2

100.0

令和3年3月期

令和4年3月期

257

－

－

－

295
27
39
482
14
634
3

188

2
382

201

23
124
232

2,903
－

2,445

5,348

4,128

－

－

－

5,351
323

1,255
8,202
359

33,378
159

3,714

24
4,065

1,516

475
2,207
2,391
67,555

－

33,637

101,193

4.0

－

－

－

5.2
0.3
1.2
8.1
0.3
32.9
0.1

3.6

0.0
4.0

1.4

0.4
2.1
2.3
66.7
－

33.2

100.0

令和3年3月期

258

－

－

－

302
25
38
473
14
631
3

163

2
385

190

23
115
238

2,860
－

2,588

5,448

4,050

－

－

－

5,173
331

1,400
8,378
350

31,777
131

3,298

27
4,347

1,570

636
2,259
2,590
66,324

－

34,776

101,101

4.0

－

－

－

5.1
0.3
1.3
8.2
0.3
31.4
0.1

3.2

0.0
4.2

1.5

0.6
2.2
2.5
65.6
－

34.3

100.0

令和4年3月期

412

1,265

1,818

4,369

17,144

12,676

22,151

28,501

9,881

2,971

－

－

101,193

0.4

1.2

1.7

4.3

16.9

12.5

21.8

28.1

9.7

2.9

－

－

100.0

令和3年3月期

422

1,385

1,584

4,404

17,629

13,035

22,979

29,331

8,580

1,748

－

－

101,101

0.4

1.3

1.5

4.3

17.4

12.8

22.7

29.0

8.4

1.7

－

－

100.0
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（単位：百万円）

（単位：百万円）■一般貸倒引当金、個別貸倒引当金の期末残高及び期中の増減額
項　目 期首残高 当期増加額

目的使用
当期減少額

その他
期末残高

一般貸倒引当金

個別貸倒引当金

合 計

令和3年3月期
令和4年3月期
令和3年3月期
令和4年3月期
令和3年3月期
令和4年3月期

令和3年3月期
令和4年3月期
令和3年3月期
令和4年3月期
令和3年3月期
令和4年3月期
令和3年3月期
令和4年3月期
令和3年3月期
令和4年3月期
令和3年3月期
令和4年3月期
令和3年3月期
令和4年3月期
令和3年3月期
令和4年3月期

破 産 更 生 債 権 及 び
これらに準 ずる 債 権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

三月以上延滞債権

貸出条件緩和債権

小　　　　　 計（A）

正　常　債　権（B）

総 与 信 残 高
（A）＋（B）

13
11
18
12
31
23

53
44
268
260
178
14
－
－

178
14
501
319

105,273
105,869
105,774
106,188

53
44
268
260
128
14
－
－

128
14
451
319

45
37
264
256
128
14
－
－

128
14
439
307

8
7
4
4
0
0
－
－
0
0
12
11

100.00％
100.00％
100.00％
100.00％
72.18％
100.00％

－
－

72.18％
100.00％
90.10％
100.00％

100.00％
100.00％
100.00％
100.00％
0.65％
0.00％

－
－

0.65％
0.00％
20.00％
100.00％

13
11
18
12
31
23

－
－
0
－
0
－

11
6
12
11
23
17

11
6
12
11
23
17

個別貸倒引当金
当期減少額

目的使用 その他
期首残高 期末残高当期増加額

貸出金償却
区　分

製 造 業
農 業 、 林 業
漁 業
鉱業、採石業、砂利採取業
建 設 業
電気・ガス・熱供給・水道業
情 報 通 信 業
運 輸 業 、郵 便 業
卸 売 業 、小 売 業
金 融 、保 険 業
不 動 産 業
物 品 賃 貸 業
学術研究、専門・技術サービス業
宿 泊 業
飲 食 業
生活関連サービス業、娯楽業
教育、学習支援業
医 療 、 福 祉
その他のサービス
国・地方公共団体等
個 人
合 計

－
－
－
－
3
－
－
－
－
－
－
－
－
－
0
－
－
7
－
－
7
18

　代理貸付とは、当金庫が他の金融機関（委託金融機関）との業務委託契約に基づいて、委託金融機関の資金を融資することをいいます。解説

（単位：百万円）■代理貸付残高の状況

信 金 中 央 金 庫
日 本 政 策 金 融 公 庫
住 宅 金 融 支 援 機 構
福 祉 医 療 機 構
中 小 企 業 基 盤 整 備 機 構
代 理 貸 付 残 高 合 計

残　高 残　高 残　高構成比％ 構成比％ 構成比％種　　　　　類

（注）1.当金庫は、国内の限定されたエリアにて事業活動を行っているため、「地域別」の区分は省略しております。
2.業種別区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載しております。

■業種別の個別貸倒引当金及び貸出金償却の残高等

令和3年3月期

（単位：百万円）■個人ローン・住宅ローン残高及び個人賃貸住宅ローン等の残高

住宅ローン及び個人賃貸住宅ローン
個 人 ロ ー ン
カ ー ド ロ ー ン

区　　　　　分
28,404
1,450
20

令和2年3月期

〈不良債権の 2 つの開示基準〉
◆信用金庫法開示債権（リスク管理債権）
　貸出先からの利払いの状況に注目し、貸出先が利払いを停止したり、利払いの一部を免除されたりしている場合には開示対
象となります。
　
◆金融再生法開示債権
　貸出先の財務内容に着目し、実質債務超過状態にありながら利払いを一部継続しているような場合はリスク管理債権には含
まれませんが、金融再生法の基準では計上されます。貸出金以外の債務保証や貸付有価証券なども不良化していれば開示対象
となります。

信用金庫法開示債権（リスク管理債権）及び金融再生法開示債権の保全・引当状況

■リスク管理債権について

■信用金庫法開示債権（リスク管理債権）及び金融再生法開示債権の状況

（単位：百万円）

区　　　　　分 開示残高
（a）

保全率
（b）／（a）
（％）

引当率
（d）／（a－c）
（％）

保全額（b）
担保・保証等
による回収
見込額（c）

貸倒引当金
（d）

（注）1．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債
務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

2．「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の
受取りができない可能性の高い債権で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」に該当しない債権です。

3．「要管理債権」とは、信用金庫法上の「三月以上延滞債権」に該当する貸出金と「貸出条件緩和債権」に該当する貸出金の合計額です。
4．「三月以上延滞債権」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で、「破産更生債権及びこれらに準ずる
債権」及び「危険債権」に該当しない貸出金です。

5．「貸出条件緩和債権」とは、債務者の経営再建等を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債
務者に有利となる取決めを行った貸出金で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「三月以上延滞債権」に該当しない貸出
金です。

6．「正常債権」（B）とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及
び「要管理債権」以外の債権です。

7．「担保・保証等による回収見込額」（c）は、自己査定に基づいて計算した担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額の
合計額です。

8．「貸倒引当金」（d）には、正常債権に対する一般貸倒引当金を除いて計上しております。
9．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」及び「正常債権」が対象となる債権は、貸借対照表の「有価証券」中の社債（その元本の償
還及び利息の支払の全部又は一部について保証しているものであって、当該社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第 2 条第 3 項）に
よるものに限る。）、貸出金、外国為替、「その他資産」中の未収利息及び仮払金並びに債務保証見返の各勘定に計上されるもの並びに注記され
ている有価証券の貸付けを行っている場合のその有価証券（使用貸借又は賃貸借契約によるものに限る。）です。

リスク管理債権

令和2年3月期

4,484
－

152
－
27

4,664

96.1
－
3.2
－
0.5

100.0

27,020
1,231
13

令和4年3月期
27,697
1,306
15

令和3年3月期

令和4年3月期

4,949
0

127
0
19

5,096

97.1
－
2.4
－
0.3

100.0

令和3年3月期

4,626
0

139
0
27

4,793

96.5
－
2.9
－
0.5

100.0

－
－
－
－
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－
－
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－
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－
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－
－
－
－
－
－
－
0
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－
－
0
－
6
11

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

令和4年3月期 令和4年3月期
－
－
－
－
0
－
－
－
－
－
－
－
－
－
0
－
－
－
－
－
－
1

令和3年3月期 令和4年3月期
－
－
－
－
0
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
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－
－
－
－
－
－
－
－
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－
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－
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－
－
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－
－
－
7

令和3年3月期 令和4年3月期
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－
－
－
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－
－
－
－
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－
－
－
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－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

令和3年3月期

　当金庫は資産の自己査定を厳格に実施しており、毎期適正な償却・引当を実施し、資産の健全性確保に向けた取組みを継続
的に行っております。また、地域密着型金融の趣旨のもと、単に不良債権を削減することを目標とせず、長期にわたるお取引き
関係の中から、経営相談や経営支援、事業再生といった取組みを最優先の課題として、これにより資産を良化していくことを第
1の目標としております。
　当金庫の不良債権比率（金融再生法ベース）は0．30％（前期比0．17％減少）となっております。

■不良債権の状況について
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